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                       国際婦人年連絡会  山口みつ子 
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                                 紙谷 雅子 

                       

言論の自由を保障した憲法を逸脱した自民党議員の 

報道機関への言論封殺発言をした当該議員の辞職を求める要望 

 

 

 平等、発展、平和をスローガンに 1975年に設立した国際婦人年連絡会は、何

よりも国民の生活に人権が尊重され、平和と民主主義が根付くことを願い、日々

活動しています。 

 

 安倍首相を支持する自民党若手議員の会合「文化芸術懇話会」で作家の百田

尚樹氏や同党議員からの言論弾圧をあおる暴言が報道されています。憲法が保

障した言論の自由の侵害で、国民とりわけマスメディアから怒りと批判の声が

あがっています。 

 安倍首相は「言論の自由だ」と、暴言をした自党の国会議員を擁護している

のは反民主主義そのものです。 

 

 「安全保障関連法制」をめぐる、安倍首相や閣僚、自民党議員の国会での質

疑応答は平和憲法を逸脱しています。多くの憲法学者や専門分野をこえた多く

の学者、研究者たちの「憲法を勝手に解釈するな」の意見があがっています。

世論調査も NHKや朝日新聞などにより、不支持が支持を上回っています。この

ような状況に、日本の将来に大きな不安を持たずにはいられません。 

 以下について要望します。 

 

１．安倍首相はじめ、閣僚や自民党議員は、憲法に則り、立憲主義、民主主義、

言論の自由を尊重し、政治を行うこと。 

 

Ⅰ．今回の自民党議員の不当な発言について安倍首相は国民に謝罪し、当該議

員に厳しい処分を行うこと、再び同様な出来事が起こらないようにすること。 

 


